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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 24,332 89.1 5,675 421.7 5,707 364.8 4,145 366.2

2021年3月期第2四半期 12,869 10.5 1,087 ― 1,227 ― 889 ―

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　4,547百万円 （245.4％） 2021年3月期第2四半期　　1,316百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 165.75 ―

2021年3月期第2四半期 35.55 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 60,693 35,650 58.2

2021年3月期 51,790 31,503 60.2

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 35,310百万円 2021年3月期 31,181百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 16.00 16.00

2022年3月期 ― 0.00

2022年3月期（予想） ― 23.00 23.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年3月期の連結業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,000 68.3 11,500 217.8 11,500 201.1 8,200 207.9 327.88

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

　　　連結業績予想の修正については、本日（2021年11月８日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 25,021,832 株 2021年3月期 25,021,832 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 12,989 株 2021年3月期 12,806 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 25,008,957 株 2021年3月期2Q 25,009,183 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報及び合理的であると判断する一定

　　の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり

　　ます。

２．2021年７月29日に公表いたしました業績予想は、本資料において修正しております。業績予想に関する詳細は、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関す

　　る定性的情報（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

３．当社は、2021年11月９日に機関投資家・アナリスト向け決算説明会（ウェブ）を開催する予定です。決算説明資料および四半期決算補足説明資料は当

　　社ウェブサイトに掲載しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(１) 経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、東南アジアでの新型コロナウイルス感染拡大にともなう自動車

部品等の供給制約の長期化や、資源価格の高騰、電力不足による中国景気の減速懸念などにより、先行き不透明感

はあるものの、新型コロナのワクチン接種が進む欧米では、経済活動の再開に向けた動きが見られるなど、緩やか

な回復が続きました。

半導体業界につきましては、スマートフォンなどの高速通信規格「5G」関連製品や、PC、車載、家電など幅広い

製品分野で、半導体の旺盛な需要が続いております。当社の属する半導体製造装置市場につきましても、世界的な

半導体不足の解消と今後の需要拡大を見据えた生産能力増強や、中国半導体内製化に向けた設備投資が積極的に行

われるなど、引き続き活況となりました。

このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の当社グループの業績は、力強い拡大を見せる市場環境を背

景に、当第２四半期（2021年７-９月）の四半期連結受注高が205億57百万円となり、過去最高を記録した第１四半

期（2021年４-６月）の183億69百万円を上回りました。また、売上高と各段階利益においても上期として過去最高

を記録するなど、好調が続きました。

新型コロナウイルス感染症による経営成績への影響につきましては、東南アジアの感染拡大によるロックダウン

（都市封鎖）を受け、当社のマレーシア工場も出社制限の対象となりましたが、工場内で勤務する従業員の出社を

優先したことで、生産活動への影響を軽微なものに留めることができました。また、中国での電力不足による影響

につきましては、当社の蘇州工場も数日間の電力制限を受けたものの、自家発電設備の利用や他拠点等での代替生

産を行うことで、生産活動への影響を最小限に抑えることができました。なお、マレーシア工場、蘇州工場とも

に、現在は通常どおり稼働しております。その他、世界的な部材不足により調達関連での厳しい状況は続いており

ますが、大幅な納期遅延等の問題は発生しておらず、現時点においては、業績への影響は軽微であります。

当第２四半期連結累計期間の経営成績は次のとおりであります。

受注高　　　　　　　　　389億26百万円（前年同期比257億３百万円増、2.9倍）

売上高　　　　　　　　　243億32百万円（前年同期比114億62百万円、89.1％増）

営業利益　　　　　　　　 56億75百万円（前年同期比 45億87百万円増、5.2倍）

経常利益　　　　　　　　 57億７百万円（前年同期比 44億79百万円増、4.6倍）

親会社株主に帰属する　　 41億45百万円（前年同期比 32億55百万円増、4.7倍）
四半期純利益

当第２四半期連結累計期間の営業利益の主な増減要因（対前年同期）は次のとおりであります。

売上高の増加による影響額　　　　　　　38億85百万円増

工場稼働率の改善などによる影響額　　　11億36百万円増

販売管理費の増加による影響額　　　　　４億33百万円減
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セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

[半導体製造装置事業]

半導体製造装置事業における経営成績は、中国及び台湾を中心に半導体モールディング装置・金型の売上が高

い水準で続いた結果、売上高は222億96百万円（前年同期比109億43百万円、96.4％増）となりました。利益につ

きましては、売上増にともなう利益の増加と、工場稼働率の改善にともなうコスト削減効果により半導体モール

ディング装置やシンギュレーション装置の利益率が改善したことなどから、営業利益54億21百万円（前年同期比

43億66百万円増、5.1倍）となりました。

[ファインプラスチック成形品事業]

ファインプラスチック成形品事業における経営成績は、売上高９億10百万円（前年同期比97百万円、11.9％

増）、営業利益１億83百万円（前年同期比43百万円、31.0％増）となりました。

[レーザ加工装置事業]

レーザ加工装置事業における経営成績は、引き続き、幅広い用途で電子部品の需要が旺盛であったことから、

売上高は11億24百万円（前年同期比４億21百万円、60.0％増）、営業利益69百万円（前年同期は営業損失１億８

百万円）となりました。

(２) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

新型コロナウイルス感染症の再拡大による工場稼働停止や、部材不足による生産活動の停滞など、様々な懸念は

あるものの、半導体製造装置市場においては、生産能力の増強や、中国半導体内製化に向けた積極的な投資が続い

ております。好調な市場環境を背景に、モールディング装置やシンギュレーション装置の需要が力強く、当面はこ

のような状況が続くと予想されることから、売上高は前回発表予想を上回り、過去最高となる見込みです。

また、工場稼働率の改善にともなうコスト削減効果などにより、上期の利益が想定を上回ったことに加え、下期

は売上高の増加による利益増が見込まれることから、各段階利益につきましても、前回発表予想を上回り、過去最

高となる見込みです。

これにより、ＴＯＷＡ１０年ビジョン（2014年４月－2024年３月）の最終年度の目標である、売上高500億円、営

業利益80億円（同率16％）を２年前倒しで達成できる見込みとなりました。

詳細につきましては、本日（2021年11月８日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧く

ださい。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,686,470 12,309,171

受取手形及び売掛金 8,892,523 10,186,161

電子記録債権 50,752 294,090

商品及び製品 2,792,537 4,316,602

仕掛品 5,578,889 8,157,238

原材料及び貯蔵品 781,913 809,641

その他 1,175,001 1,335,124

貸倒引当金 △581 △197

流動資産合計 29,957,506 37,407,834

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 18,196,280 18,330,748

減価償却累計額 △10,976,114 △11,246,872

建物及び構築物（純額） 7,220,165 7,083,875

機械装置及び運搬具 11,414,556 12,536,542

減価償却累計額 △9,003,589 △9,217,231

機械装置及び運搬具（純額） 2,410,967 3,319,310

土地 4,365,904 4,562,154

リース資産 950,680 949,216

減価償却累計額 △194,350 △219,235

リース資産（純額） 756,329 729,980

建設仮勘定 949,770 919,622

その他 3,787,980 3,938,165

減価償却累計額 △3,250,659 △3,286,720

その他（純額） 537,320 651,444

有形固定資産合計 16,240,458 17,266,388

無形固定資産 636,520 672,611

投資その他の資産

退職給付に係る資産 330,375 354,427

その他 4,625,655 4,991,842

投資その他の資産 4,956,031 5,346,270

固定資産合計 21,833,009 23,285,270

資産合計 51,790,516 60,693,105

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,214,770 5,484,264

電子記録債務 1,725,148 2,790,459

短期借入金 1,500,000 2,600,000

１年内返済予定の長期借入金 1,340,000 1,340,000

未払法人税等 798,277 1,430,182

製品保証引当金 216,097 287,257

賞与引当金 687,433 883,616

役員賞与引当金 46,941 18,846

その他 4,111,629 5,120,126

流動負債合計 14,640,298 19,954,753

固定負債

長期借入金 4,610,000 3,940,000

退職給付に係る負債 757,838 747,758

その他 278,622 399,635

固定負債合計 5,646,460 5,087,394

負債合計 20,286,759 25,042,147

純資産の部

株主資本

資本金 8,932,627 8,932,627

資本剰余金 462,236 462,236

利益剰余金 19,090,395 22,835,401

自己株式 △11,665 △12,076

株主資本合計 28,473,594 32,218,189

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,195,067 2,468,970

為替換算調整勘定 411,764 536,324

退職給付に係る調整累計額 100,747 86,938

その他の包括利益累計額合計 2,707,578 3,092,232

非支配株主持分 322,584 340,535

純資産合計 31,503,757 35,650,957

負債純資産合計 51,790,516 60,693,105
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 12,869,831 24,332,058

売上原価 8,966,181 15,407,792

売上総利益 3,903,649 8,924,266

販売費及び一般管理費 2,815,924 3,249,144

営業利益 1,087,725 5,675,122

営業外収益

受取利息 14,516 15,485

受取配当金 19,207 27,142

雑収入 251,993 121,414

営業外収益合計 285,717 164,041

営業外費用

支払利息 27,682 24,909

為替差損 108,955 76,061

雑損失 9,007 30,792

営業外費用合計 145,645 131,763

経常利益 1,227,796 5,707,400

特別利益

固定資産売却益 10,427 2,705

特別利益合計 10,427 2,705

特別損失

固定資産除却損 1,853 9,266

その他 13 －

特別損失合計 1,866 9,266

税金等調整前四半期純利益 1,236,357 5,700,838

法人税等 346,761 1,546,706

四半期純利益 889,595 4,154,132

非支配株主に帰属する四半期純利益 414 8,982

親会社株主に帰属する四半期純利益 889,180 4,145,150

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 889,595 4,154,132

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 276,598 273,903

為替換算調整勘定 146,535 133,528

退職給付に係る調整額 3,875 △13,808

その他の包括利益合計 427,009 393,623

四半期包括利益 1,316,604 4,547,755

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,313,461 4,529,804

非支配株主に係る四半期包括利益 3,143 17,951

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第２四半期連結会計期間において、東和半導体設備研究

開発（蘇州）有限公司を設立したため、連結の範囲に含めております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。)

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしました。

なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国

内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場

合には、出荷時に収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。これによ

る、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響もあ

りません。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載し

ておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしました。これによる、四半期連結財務諸表への

影響はありません。
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